
ＳＨＦ帯の移動運用   de JA5GYU Jul/18/2001  
 

 ７月１５日、松山地区ＳＨＦ研究会(ＪＨ５ＺＨＲ)は愛媛ＹＬハムクラブの共同でＳＨＦ帯の移動運用

を行いました。四国地区はまだ梅雨明けしておらず、近来の豪雨により山間部の国道４４０号は土砂崩れ

で迂回路を使っての移動でした。 車両運転は雨の中、片道２時間を超え大変疲れました。 

 愛媛ＹＬハムクラブ（ＪＡ５ＹＸＢ）は、１４日から移動運用を行ってＨＦ、Ｖ，ＵＨＦ帯で多数の局

と交信していました、９時すぎにマイクロ波の運用メンバーと合流して四国カルストでもっとも高い海抜

１５２０ｍの地点でＡＴＶ運用を行いました。 

 あいにくの霧雨で視界は、１０ｍ程度で見通しが悪く方向を見失うほどでした。 

「結果」 

   バンド   HIS       MY     MODE   相手局、距離 
    1280MHz   Ｍ５Ｃ  Ｍ２  Ｆ５   マイクロウェーブ大分 約 140Km 
        5GHz     ----------------           集中豪雨のため中止 
     10.1GHz   59       59      F3    マイクロウェーブ大分 約 140Km 
     10.1GHz   Ｍ５Ｃ  Ｍ５Ｃ Ｆ５     同上 
       24GHz     ----------------           集中豪雨のため中止 
  １１時ころ、集中豪雨になり急遽撤収し運用半ばで中止しました。 
 機材はすべてぬれてしまいました。 
 ＡＴＶは、１局ごとにカメラの前でマイクを握りながら自己紹介を行い親睦を深めました。 

  運用参加局   ＪＡ５ＹＬ   (YL)   JA5YXB 会長 
          ＪＡ５ＩＢＹ   (YL) 
          ＪＡ５ＭＦＹ   (YL) 
                  ＪＡ５ＪＳＵ，ＪＲ５ＥＥＫ，ＪＡ５ＣＢＸ，JA5GYU     計７局 
  交信の相手をして頂いたマイクロウェーブ大分の皆さん、ありがとうございました。 
  当日は、山岳マラソンが実施されカルスト高原は大変にぎやかでした。 

             de JA5GYU (ＪＨ５ＺＨＲ技術担当)     URL http://www.jarl.com/m-shf 
 

２４９ＧＨｚの実験  de JA8CMY  Aug/12/2001 
 

ＪＡ８ＣＭＹ増田です 

 ２４９ＧＨｚの実験を進めておりますが、１４２ＧＨｚＴＲを利用して２４９ＧＨｚの送受信に成功し

ましたのでレポートいたします。 

 私の１４２ＧＨｚＴＲは，３５．７１２ＧＨｚを４逓倍して１４２．８４８ＧＨｚとしておりますが、

７倍波が２４９．９８４ＧＨｚとなることに着目し、実験を行いました。 

 １４２ＧＨｚ用の自作ＭＩＸを使用しスペアナで測定したところ、２４９．９８４ＧＨｚの信号が－９

０ｄＢｍ程度で確認できました。 

 １４２ＧＨｚＴＲの受信ＬＯは３６ＧＨｚの４倍で１４４ＧＨｚとしておりますので、送信と同様に７

倍波を利用すると２５２ＧＨｚとなります。 

 ＩＦ周波数は２０１６ＭＨｚになりますので、１４４ＧＨｚのＭＩＸ出力に利得４０ｄＢのローノイズ

アンプを接続しスペアナで測定しました。 

 １４２ＧＨｚのＴＲに１４２ＧＨｚ用の３７ｃｍパラボラを装着し室内８ｍの距離ではローノイズア

ンプ出力が－６０ｄＢｍ前後で受信され、ＲＦ帯域幅３ＫＨｚ設定でＣ／Ｎは約３０ｄＢ程取れていまし

た。 アンテナの方向調整が完全でない状態の値なので、屋外ではもう少し良い結果が出ると予想されま

す。 この実験結果からは、計算上１００ｍ程度の通信が可能となります。 

 ちなみに１４２ＧＨｚの本来の信号に対しては３５ｄＢ程度低い受信電力でした。 

 当初の計画では、４９．８ＧＨｚの５逓倍を考えていたのですが、４９．８ＧＨｚで５０ｍＷ以上の電

力がなかなか出せなくて計画が進まないのでちょっと手抜きをして行った実験ですが、想定よりは良い結

果でした。 ７逓倍でも行けそうなので、現在３５．７ＧＨｚで１００ｍＷ出力のバラクタ逓倍器を 

制作中です。 良い結果がでれば報告させていただきます。 

           増田 幸雄  北海道 札幌市  Ｅｍａｉｌ：ja8cmy@io.ocn.ne.jp 
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